
琴
史
第
二
巻
資
料
編
古
代
・
中
世
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磯
鱗
麹
靭
幕
織
謹
砿
零
Ｎ
中
削
凱
慾

堀
叶
四
十
三

麦 蜂
尋
卿
艇

愚
騰
辮
寸

鐸
中
鑿

少

》
唾
鐸
套
樫
巽
姓
叩
：

右
早

一
昏
倒
ｎ
千
余
日

酢
ケ
ツ
ノ
〃
守
谷
』
二

痢
箇
．へ

渚
．

J4

ｒ
、
‐

グ

ー

箸未士
､捲躰.鰯.。
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｜
乙
●

十
月
夫
達
菊
》
遥

鐙
謁
息
蟄
忠
挿
患
螺

愈
嘘
硫
工
匪
溌
需
剛
灘
ぺ
盛
り
側
穐
千
勇
魚
皇
”

苧
脊
胤
關
鰹
噸
蕊
瀧
騏
‐
崎
４
忠
縮
擢
《

・
鮒
ｑ
ｔ
Ｊ
・
衡
叫
嘆
丁
の
叶

揮
七
歯
刻
Ｋ
連
綿
機

・
・
糠
賦
筏
几
蚤
農
至

１

α
息
穀
ハ
個
一
ヅ
莱
慕
崎
蔦
鷲
鼠
換
後
抄
工
叡
聯
〃

ｉ

、
州
：
戦
際
藤
を
噌
溌
食
鴨
圏
瀧
秒
傷
息
厭

く
癖
乙
八
・
猪
同
種
蝿
舞
獄
掴
等
．
」
日
進
爵

欠
鼠
換
元
迩

，
全
，
丘
蹄
〃
Ｂ
ｒ
げ
み
〆
Ⅶ
ｌ
邨
凹
馴
匡
Ｐ
ｌ
＃
咽
Ｔ
’
二
剖
両
１

ｔ
蝋
諜
玩
縁
綾
不
閉
離
向

一
孔

ｊ
蝋
埋
一
二
乢
一
琴
退
切
木
抽
嗣
癖
詰

夕

４
鮴
酎
諏
憾
岫
価
葬
興
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ｉ
繕
‐
ｊ
義
ね
》

I

今
で
咄
ｒ
寺
人
間
７
や
３
９

ヤ

》
‐
ｊ
唖
主
ア
ー
ー
ラ
ニ
）
参
ｌ
７
１
タ
ケ
犀

勧
～
梱 証

（
v7コ

@

一

Ｉ

か

』

咋

鐙

》

‘

？

、

〃

唖

‘

侭
毎
／
八
Ｖ

濡
竪
鳥

9
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3足利直義感状建武4年正月10日付大阪青l｣｣短期大学所蔵229号

侭
覚
野
寺
堕
震
雰
騨

玖
勾
〃
垂

一
号
伽
点
Ｊ
ィ
縦
覧
皇
偽

維
▲
可

穐
躍
や
畷
９
毎
二
時
！
》
↑
鼠

１
だ
”
匂

鮮
舎
イ
穂
が

易
礎
磁
喧
汐

渉
伊
寺
一
夜
え

少
郵

ぺ
ぷ
嫌
’

〃
，
咋
卜
、
／
溌
側
》
小

4鎌倉公方足利氏拙j御判御教書康暦2年6月8日付神奈川県I1]党寺所蔵256号



幸
偉
宏
？
め
孔
毒
つ
了
混
進
学
“
ら
む
１

－

灌
準
、
噌
脚
血
勇
嘩
ト
斧
償
稗
１
１

｜

…
ｉ
畠

墓

〃
脳
妙

一
農
や
刃

驚
悶
噌
晶
奈
食
幣
胃
？
典

彦
』
、
僻
昏
川
図
！
‘
《
堰
Ｔ
ｌ
ｌ

－
Ｌ
村
灯
正
隆
示
一
咲
浮
Ｉ
》
Ｔ
ｌ
一

一
鍋
駈
兼
翻
、
、
手
’

一

一
寺
鬮
⑳
腸
恥
、
そ
を
彰
座
、
９
〃

毎
つ
む
魂
仙
争
杉
湛
～
到
〆

Ｐ
心
砺
域
溌
琶
嘩
罰
噂
』
進
１
噛
落
一
惨
八
一

泥
く
れ
第
り
ぱ
島
也
３
焔
９
１
、
９

5今川義元判物天文20年9月21日付定輔寺所蔵504号

〃
Ｉ
姿
黍
鯵
鋪
砂
側
川
Ｎ
心
夛
》
０

．
け

淳
１
ゐ
う
も

泥
碗
筏

を
陶
糾
４
欺
‐
州
微
う
ら
む
瀞
窪

、
。

恩
↑
曜
亭
沙
方
Ｊ
〃
ｆ
巧
ち

、
Ｌ
■
■
ｐ
９
１
０
．
４

‐
１
Ｊ
“
“
夕
宮

る
坪
、
、
啄
雛
妙
篭
ノ
索
、
１
Ａ
）

＝

Ｉ

剣１
幕
坐
涛
１
１
弓
垂
委

机》

息
ｙ
、
極
Ｉ
農

肴
覗
き

Ｌ
Ｌ
鯉
川
‐
よ

一

誼

】

6武旧家制札天文14年10月6 1EI付普明寺所蔵469号



一
ず
堂
舎
糸

、
②
垣

産
や
兵
で

幸
Ｉ
壱

1

種
》
鯵
いふ

〆

句

壼
讓
魚
ボ
ベ
１
１
、

-"nr

零
ザ
沙
六
音
く

洞
奄
を
景
一
？
一
丁
、

〃
を
乞
妾
薫
管
塾
、

や
″
池菅 円

ｂ

《
ジ
ヶ
極
応
Ｊ
、

一
Ｆ

●
《
し
鈴
勺
Ｊ
、
、
、
《
》
恥
舛
刊

八
号
４
、
、

補
い

４

４

一一一F

7佐野郷検地割付状天文21年11月15 1 1 付柏木正ﾘ)氏所蔵518号
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一

潟 ｒ
了
倉
か
可
か
盛
燃
鯵
《

：
Ｚ
や
驫
罰
縁
．
ｉ

ｂ
』
ｐ
０

…、
堪
久
蔭
号
一
胤
鈎
鯵
多
会
を
蟻
金
鼠
一

典
裁
ら
要
具
父
を
奇
震
孔
團
、

典
．
享
靴
酬
刈
鵠
、
星
琴
鞍
く
ま
！

学
．
”
漣
１
｜

尹
今
案
岱

一

ヂ

＊
灌
鰈
心
鋤
＃
一
．

越
冨
と
擢
値
《
立
置
宇
鼻
扇
（

鐙
称
吻
鍾
惨
・
毫
婁
公
筵
亭
侮

必
雇
募
守
、
千
回

す
婁
顧
災
冬
典
一
笈
釜
一

”

鯛
確
藍

つ
Ⅵ
４
１
。
夕
手

ｆ
多
零
＃

側、

、

毎
醗
お
ず

ｔ
浮
輪
甥
．

〃

ノ
ー

し 、

ノ

'衝

L

”/鳥
↓

￥一一
一 ＝一 一一

大庭重一氏所蔵944号



↑
嘩
禽
〃
ず
彦
例
八

一

厚

’
６

－一

声
，
“
｜
迄
琵
雅
傲
砿
農

ノ

｜
観
舟
献

ず
千
鳥
７
汗
脅
言
勃
膠
循

嫁
嘱
窃
鋤
姫
鵡
〃
極
瞬
恥
瑞
推
‐

塊
と
嬉
川
偲
謬
為
噌
○
一

I

一一一
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潅
塔
＃
灯
る
」
す
ｊ

右
や
箇
隙
軽
學
嘗
鳥
番
誓
蓄

ﾆー

↓
＆
ｑ
ｑ
０

一
ず
抄
令
朕
宥
劣
《
迄
：
坐
酎
勢
〈
今
駿
員
套
穿
，
／

一
毬
瘤
賜
侭
必
細
諺
乙
瀝
久
掴
恥
糸
岬
久
哩
ケ
學
駕

像
卜
噌
磨
侭
、
泌
一
し
響
鴛
鈎
皇

争
鋤
哲
ら
Ｊ
琴
７

－
弥
夢
澱
§
息
嶺
墜
砕
ｌ
、
り
り
癒
分
ｆ
ｆ

命
蛎
吟
，
侭
葛
今

多
参
め
〃
エ
鑓
３
ヶ
９
秒
ぞ
７
沙

ｌ
巳

、

劇
_婁一

悉

釣
．
乞
鼻
丸
篭
隊

皇
噌
綴

菱
織
り
～
″

一一
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‐
脾
、
徽
熟
翻
晦
■
田
圃
．
ｒ
蝉
ｔ
Ｉ
ｉ
ｉ
ｊ
。
ｑ
胤
爵
樹
恥
側
Ⅱ
‐
則
離
尋
遇
卿
峰
職
嘩
露
恥
Ｉ
ｆ
ｉ
淑
顧
囚
腿
畷
翻
砺
囲
画
唖
露
麺
騨
霧
凧
劉
飼
酬
馴
馴
訓
判
１
‐

｜
河
中
務
悉
阿
島
｜
二
郎
斗
也
．
京
北
招
映
苓
乎
腎
與
土
〈
匙

《
立
喝
後
鋼
淵
前
餅
‐
別
駿
河
前
３
同
我
郎
沃
下
進
蛋
註

式
郭
丞
患
北
陸
大
将
↓
単
前
全
一
毒
：

住
二
一
臼
両
午
猫
余
北
請
人
膳
大
夫
〈
道
醇
呆
洵

’

一
駿
河
〈
動
術
町
人
大
屋
叉
過
・
奇
代
隠
咲
く
過
桁
由
鋤

食
吹
〈
》
近
抗
掻
く
通
風
弁
久
夫
而
峨
む
藤
太
夫
却

・
信
〈
適
齢
唯
蓮
小
山
及
碕
、
儲
馴
政
宇
都
宮
〈
国
連

甲

’

’

’

１

．

０

１

’

１

．

１

１

Ｉ

生
障
攻
友
葡
門
今
適
肺
淘
吾
隼
人
〈
通
暑
備
大
井
一

〈
道
中
条
右
葡
、
尚
束
夜
瓜
下
宿
差
小
及
ト
ー
浴
、
谷
・

呼一Ｉ“ｊ■一日日日８８日■陽Ⅱ尉伺ロロ画面コロ廻凹麺咽画恒一植掴恒恒晒廻個個回国画個個ロロ匹嶋順雌順帽障幅幅喧催旧旧皿唖零薊障ｌ卜吟圃畷曜囮卜晦際睡厩奈川Ｉ

一

助
寺
且
一
寸
進
發
・
毫
胸
、
示
付
式
別
今
夜
、
当
宿
一
丁
遥

灰
産
笥
ｎ
局
崎
ｒ
血
補
挫
囎
吋
宅
一
電
：

六
一
一
９
℃
己
雷
小
雨
常
駐
か
苑
永
蜘
唯
溌
東
証

僅
箪
十
八
騎
也
所
評
手
息
女
蔵
本
印
晴
嵐
諦
陸
豊

些
ハ
印
布
叶
丸
沁
条
李
郎
晶
熊
式
血
荷
遮
詐
誇
趣
二
燕

訊
鯏
刻
官
氏
平
三
・
即
上
〈
荷
尉
南
条
七
印
字
典
霧
内

伊
呉
太
・
印
岳
打
次
郎
共
衞
尉
惟
久
怖
太
一
糸
覚
晶
次

印
紡
倹
・
阿
東
小
三
印
摘
措
季
即
ネ
鳥
氏
迩
椅
璽
極

6 罫魁 1曲．巳
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同
廿
可
種
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へ
察
年
俸
咲
尾
〃
一
号
＆
《
九
僅
管
驫
琴
穆
室
苓
査
需

穆
ヶ
（
豊
允
迩
墜
Ｌ
ふ
ゑ
・
脇
熾
鼠
蟹
寺
、
毛
倉

叫
可
！
』
そ
い
穿
払
外
靜
土
反
万
ｎ
分
か
重
噸
彪

裏
推
煮
Ｌ
Ｉ
心
一
彦
永
莎
↑
呵
込
Ｒ
湧
診
一
ぬ
際

ｐ
ワ
ｆ
秤
陣

ｒ
、
，
。
。
！

W1
一
騨
寿
一

云
鳥
を

二
心
《
が
八
手
‐
｛
へ
喬
今
塁
，
多
価
一
卜
催
咋
．
⑱

日
り
５
９
●
１
１
‐
１
１
Ⅱ
・
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｂ
■
■

や
Ｊ
丘
葱
八
Ｉ
イ
吟
ね

一

撰霜
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ｎ
，
７
冷
め
↑
碑
蠣
乎
ｔ
う
凡
請
帝
伸
ｉ
‐

催
畔
Ｉ
杵
ｌ

》
１
ｌ
１
ｌ
ｉ
‐
川
岬
冷
卿
俺
岬
岬
岬
凶
鵬
眸
心
｛
蝿
や
斗
八
？
岬
州
愉
岬
い
い
卜
心
‐

蕊

《

撒
側
葱
鑛
ｌ

…
備
鱗
轍
？
縦
の
＃
胤
甚
↓
ゐ
ぅ
、
く
ウ
ー
Ｉ
ご
閃
Ｉ

鷆
羅
鋪
総
叱
二
月
十
；
や
排
‐
＃
帽
蝦
辮

へ
鵠
鍵
ｇ
ｆ
季
氏
汀
垂
，

蝿
維
雛
黙
り
お
逸
剛
ｉ
”
；
柳
ら
の
ｆ
砿
〃
吻
斗
紡
乃
Ｉ
沙

一
恥
岬
辨
群
掲
陰
門
い
汁
誕
麺
令
‘
端
艸
哩
劾
龍
騨
織
淋
野
津
‘
剛
狐

御
瀞
卜
懲
篭
衿
永
笈
ゑ

、
７
雌
や
つ
広
吋
？
入
人
わ
，
称
”
お
ｉ
７
祁
晶
と
ｊ
曝
緋
ｉ
齢
～
し

患
苧
壬
ｗ
，
同
物
の
｜
尺

わ
く
雲
謹
例
了
に
く
誇
る
？
↓
Ｉ
７
ｆ
タ
｛
た
の
的
化

’
嘩
麺
小
岬
汕
伽
”
Ⅱ
抑
州
，
‐
１
１
１
１
１
列
叩
‐
１
１
，
０
１
１
１
０
１
１
０
Ｆ
１
１
ｊ
Ｉ
↓
ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
９
’
８
ｆ
９
０
口
Ｉ
ｒ
Ｉ
出
昨
４
句
イ
画
ｔ
１
１
時
３
＃
ｌ
■
■
、
、

や
晒
呵
個
咽
州
州
刎
ｍ
Ｈ
Ｍ
咽
鯛
柵
州
卿
抑
剛
陶
胸
旧
醒
，
，
馴
哨
“
軒
解
１
刑
Ｊ
０

一位

も、

倉通
り4乗
ｨ人（慎

協オ、

灘?
'《；；

繊
鼠

ダ
フ

？

１
Ａ
測
り
狗
斌
螺
〃
氷
，
一
鵬
挿
祁
丁
刀
２
７
，
１
’
１
１
１
ケ
冷
娩
ｙ
７
々
Ｊ
ハ

…

糸
ナ
パ
る
し
・
的
と
企
の
か
舟
§
？
め
？
心

鍼
岬
碓
緋
州
蝋
＃
；
畷
朧
一

出
輔

蒔
時
Ｐ
‐
１
辞
’
１
、
，
捌
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巧
平
城
水
跡
木
簡
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
所
蔵
別
綱
四
号

叫
平
城
宮
跡
木
簡
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
所
蔵
別
編
６
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文
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研
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発刊のことば

る
文
書
・
記
録
等
を
編
年
休
で
収
録
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
葛
山
氏
関
係
の
未
紹
介
史
料
等
、
今
回
の
調
杏

に
よ
る
新
し
い
史
料
も
数
多
く
収
め
ら
れ
て
お
り
、
裾
野
市
の
古
代
・
中
世
に
関
す
る
歴
史
の
集
大
成
を
な
し
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
、
＃
ｉ
《

発
刊
の
こ
と
ば

裾
野
市
史
編
さ
ん
事
業
発
足
以
来
、
関
係
各
位
の
多
大
な
ご
尽
力
に
よ
り
、

す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
「
資
料
編
深
良
用
水
」
「
資
料
編
考
古
」
「
資
料

編
近
現
代
Ｉ
」
に
引
き
続
い
て
、
第
四
巻
目
と
な
る
「
第
二
巻
資
料
編

古
代
・
中
世
」
を
発
刊
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
本
巻
は
古
代
か
ら
戦
国
末
期
ま
で
の
裾
野
市
及
び
駿
東
地
域
に
係
わ

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
葛
山
氏
関
係
の
未
紹
介
史
料
等
、
今
回
の
調
査

裾
野
市
長
大
橋
俊
二

1



発刊のことば

本
巻
も
含
め
、
市
史
が
市
民
や
研
究
者
等
、
多
く
の
方
々
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
、
郷
土
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
更

に
は
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。
裾
野
市
と
し

て
は
、
編
さ
ん
計
画
に
も
と
づ
き
、
全
十
巻
を
順
次
刊
行
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
市
史
編
さ
ん
事
業
に

対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
『
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
を
快
く
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
所
蔵
者
の
皆
様
や
、
多
忙
な
中
、
資
料
調
査
・
編
集

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
委
員
を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

2



｢古代・ ’'1世」刊行にあたって

『
裾
野
市
史
』
資
料
編
と
し
て
、
第
六
巻
「
深
良
用
水
」
・
第
一
巻
「
考
古
」
・
第
四
巻
「
近
現
代
Ｉ
」
に
続
い
て
、
こ

こ
に
第
二
巻
「
古
代
・
中
世
」
を
刊
行
し
ま
す
。

「
古
代
・
中
世
」
は
、
有
史
以
来
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
七
月
末
ま
で
の
、
駿
河
国
駿
東
郡
に
関
係
す
る
文
字
史

料
を
編
年
順
に
収
め
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
現
在
の
裾
野
市
が
、
駿
東
郡
の
中
央
に
位
置
し
、
古
代
・
中
世
に
あ
っ
て
は
、
国
郡
制
の
も
と
で
形
成
さ
れ

た
一
つ
の
社
会
・
文
化
圏
に
含
ま
れ
、
そ
の
重
要
な
構
成
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
て
の
編
集
方
針
で
あ
り
ま
す
。

私
達
は
、
そ
れ
が
た
め
、
裾
野
市
内
は
も
と
よ
り
駿
東
郡
内
に
伝
存
す
る
史
料
を
、
ほ
ぼ
悉
皆
的
に
調
査
・
収
集
し
、

隣
接
す
る
周
辺
地
域
へ
も
努
め
て
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係
史
料
を
所
蔵
す
る
全
国
各
地
の
個
人
や
機
関

に
対
し
て
も
情
報
や
写
真
の
提
供
を
受
け
、
さ
ら
に
、
既
刊
の
史
料
集
に
も
あ
た
り
、
原
本
に
あ
た
れ
な
い
欠
を
補
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
の
予
測
を
超
え
る
点
数
の
史
料
を
採
録
す
る
こ
と
が
で
き
、
な
か
に
は
初
め
て
紹
介
さ
れ
る
新

「
古
代
・
中
世
」
刊
行
に
あ
た
っ
て

裾
野
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
有
光
友
學

３



｢古代。 !{1世」 刊行にあたって

出
史
料
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
書
が
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
古
代
・
中
世
の
史
料
集
と
し
て
、
新
し
い
到
達
点

を
示
し
え
た
の
で
は
な
い
か
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
、
快
く
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
史
料
の
提
供

や
掲
載
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
所
蔵
者
や
関
係
機
関
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
私
達
は
、
史
料
の
収
載
に
あ
た
っ
て
、
正
確
を
期
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
市
民
に
親
し
み
や
す
い
も
の

と
す
る
こ
と
に
心
が
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
史
料
本
文
の
翻
刻
に
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
原
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
旨

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
史
料
一
点
毎
に
要
約
文
（
要
文
）
を
つ
け
、
註
記
を
付
し
た
こ
と
、
裾
野
市
に
直
接
関
係
す
る
史
料

や
難
読
史
料
に
読
下
し
文
を
付
け
た
こ
と
、
あ
る
い
は
ま
た
、
多
く
の
写
真
を
掲
載
し
た
こ
と
な
ど
は
そ
の
表
れ
で
あ
り

ま
す
。
と
く
に
、
註
記
の
執
筆
・
編
集
に
は
、
担
当
委
員
が
全
力
を
傾
注
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
、
誤
り
や

不
統
一
の
面
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
私
達
の
非
力
の
な
せ
る
と
こ
ろ
で
、
ご
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
書
が
、
地
域
の
歴
史
に
学
び
、
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
の
創
造
を
め
ざ
す
多
く
の
方
々
に
、
な
が
く
縮
か
れ
る
こ
と

本
書
が
、
地
域
の
歴
史
症

最
後
に
、
思
い
の
外
編
集
に
手
間
取
り
、
刊
行
が
遅
延
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
気
な
が
に
そ
の
完
成
を
お
待
ち
い
た

だ
い
た
市
民
の
皆
様
や
、
行
政
当
局
の
ご
寛
容
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。
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例凡
略
）
も
使
用
し
た
。

一一一一一

一
本
害
は
、
『
裾
野
市
史
』
「
第
二
巻
資
料
編
古
代
・
中
世
」
と
し
て
、
駿
河
国
駿
東
郡
に
関
係
す
る
文
字
史
料
を
収
め
た
。
採
録
の
下

限
は
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
七
川
末
と
し
た
。

一
史
料
一
点
ご
と
に
、
史
料
番
号
・
史
料
名
（
文
書
名
）
を
つ
け
、
駿
東
郡
域
に
か
か
わ
る
内
群
の
要
約
文
（
要
文
）
を
立
て
た
。
ま
た
、

適
宜
読
下
し
文
・
註
記
・
写
真
を
付
し
た
が
、
一
）
れ
ら
の
基
準
と
表
記
に
つ
い
て
は
、
解
説
に
詳
述
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
・

一
史
料
の
所
蔵
者
ま
た
は
文
書
群
名
・
出
典
と
、
所
在
地
・
所
蔵
機
関
は
、
史
料
名
の
下
に
双
行
で
示
し
た
。
史
料
名
と
出
典
が
同
一

の
場
合
は
、
そ
の
表
記
を
省
略
し
た
。
ま
た
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
の
影
写
本
・
謄
写
本
・
写
真
帳
や
、
既
刊
の
活
字
本
に
よ

っ
た
場
合
は
、
所
在
地
・
所
蔵
機
関
の
表
記
は
省
略
し
た
。
巻
末
に
出
典
一
覧
を
付
し
た
の
で
、
底
本
は
そ
れ
ら
に
よ
ら
れ
た
い
。

年
次
の
明
ら
か
で
な
い
史
料
は
、
関
連
の
深
い
史
料
に
便
宜
合
叙
し
た
。

出
土
文
字
史
料
（
木
簡
、
墨
書
土
器
・
刻
耆
）
は
別
編
に
、
系
図
は
別
冊
付
録
に
一
括
収
載
し
た
。

字
体
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
俗
字
・
略
字
・
異
体
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
仮
名
文
字
は
現
行
の
も
の
と
し
た
。

史
料
は
、
原
則
と
し
て
駿
東
郡
域
に
関
係
す
る
部
分
を
抄
録
し
た
。
ゞ
）
の
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
（
中
略
）
を
用
い
、
例
外
的
に
（
後

史
料
は
編
年
順
に
配
列
し
た
。

凡

例

5



例
一
史
料
に
は
、
適
宜
読
』

§
原
則
と
し
て
削
除
し
た
。

凡

適
宜
読
点

側
文
書
の
前
欠
は
一
で
、
後
欠
は
一
で
示
し
た
。

⑧
文
字
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
左
傍
に
ぐ
ぐ
を
つ
け
、
訂
正
さ
れ
た
文
字
を
右
傍
に
記
し
た
。
抹
消
さ
れ
た
文
字
が
塗
抹
に

よ
り
判
読
不
能
の
場
合
は
、
鰯
溺
で
示
し
た
。

例
朱
書
は
『
』
、
挿
入
符
は
・
で
示
し
た
。

一
本
文
以
外
の
部
分
、
あ
る
い
は
異
筆
の
部
分
に
は
「
」
を
つ
け
、
（
端
裏
書
）
、
（
異
筆
）
、
（
付
菱
）
な
ど
と
注
記
し
た
。

一
古
文
書
の
料
紙
の
形
状
は
、
折
紙
・
切
紙
な
ど
に
つ
い
て
明
確
な
場
合
に
は
、
文
書
名
の
下
に
（
折
紙
）
、
（
切
紙
）
な
ど
と
注
記
し
た
。

も
と
折
紙
と
判
明
す
る
場
合
も
、
（
折
紙
）
と
し
た
。

一
懸
紙
は
文
書
本
文
の
前
に
「
」
を
つ
け
て
示
し
、
（
懸
紙
ウ
ハ
書
）
な
ど
と
注
記
し
た
。
ま
た
、
封
は
（
切
封
墨
引
）
な
ど
と
注
記
し

一
採
録
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
表
記
を
用
い
た
。

仙
虫
損
・
欠
損
に
よ
っ
て
文
字
が
判
読
不
能
の
場
合
は
、
字
数
を
推
定
し
て
□
□
で
示
し
、
字
数
不
明
の
場
合
は
、
Ｕ
や
、
ｎ
Ⅱ
Ｕ

圭
一
０

花
押
は
（
花
押
）
と
記
し
、
印
章
は
お
よ
そ
の
形
状
を
示
し
て
、
朱
墨
の
別
と
、
印
文
が
明
ら
か
な
場
合
は
こ
れ
を
注
記
し
た
。

史
料
に
か
か
わ
る
留
意
す
べ
き
点
は
、
本
文
と
区
別
す
る
た
め
に
文
頭
に
○
を
つ
け
て
小
活
字
で
注
記
し
た
。

で
示
し
た
。

（
、
）
・
並
列
点
（
・
）
を
つ
け
た
。
中
世
編
に
お
い
て
は
、
原
文
に
あ
る
返
り
点
や
振
り
仮
名
・
濁
点
な
ど
は
、
６



･11I.代･ ' | '世総目次

別別
冊
付
録

出
典
一
覧

史
料
提
供
者
…
…
：
…
．

裾
野
市
史
編
さ
ん
関
係
者

ルア】

解あ
と
が
き

出
土
文
字
史
料

中
世
系
図
集

編

説

口
絵
写
真
堤

勝
八
八
五

九
五
一

九
五
三

九
五
七

九
八
〈

‐
Ｌ
一
、
し

／
プ
プ腓
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it,.代・ 1 l111l:総目次

中
世
編

鎌
倉
時
代

古
代
編

史凡 Ｊ

絵

発
刊
の
こ
と
ば

「
古
代
・
中
世
」
刊
行
に
あ
た
っ
て

戦
国
時
代

南
北
朝
・
室
町
時
代

料

目
次 古

代
・
中
世
総
目
次

例

洲
野
市
長
大
橋
俊
二

裾
野
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
有
光
友
學

一
九
三

三
五
斗

一
、
一
二

一

〃

｜

｜

｜

国
学
今
』 大」 し 王二 ＝一

７



'史料目次

有
史
以
来

古
代
編
治
承
川
年
（
二
八
○
）
七
Ⅱ
ま
で

伝
承
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
：
：
：

安
附
天
皇
二
年
（
五
三
五
）
…
…
：
：

霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
…
：
；
：
…

養
老
三
年
（
七
一
九
）
…
：
…
…

天
平
七
年
（
七
三
五
）
・
…
：
…
…

天
平
九
年
（
七
三
七
）
：
：
：
…
…

天
平
年
間
（
七
二
九
’
七
四
九
）

天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
：
：
…
：
…

天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
：
…
…
…

天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
…
…
…
…

天
平
宝
字
四
年
（
七
六
○
）
：
…
：
：
：

史
料
目
次

ペ
ー
ジ

．
◆
、
二
四

．
・
・
二
四

：
、
二
四

．
・
・
二
五

。
。
。
一
一
一
〈

‐
‐
Ｄ
一
一
一
〈

．
・
・
二
七

．
：
二
八

．
・
．
二
八

大
平
宝
字
年
間
（
七
五
七
’
七
六
五
）

大
応
元
年
（
七
八
一
）
…
…
…
…

延
暦
九
年
（
七
九
○
）
…
：
…
：
：

延
暦
十
年
（
七
九
一
）
：
：
…
…
：

延
暦
十
九
年
（
八
○
○
）
：
：
：
：
：

延
暦
二
十
一
年
（
八
○
二
）
…
…
…
…

延
暦
二
十
二
年
（
八
○
三
）
…
…
…
…

火
長
八
年
（
八
三
一
）
…
…
…
：

承
和
年
間
（
八
三
四
’
八
四
七
）

承
和
七
年
（
八
四
○
）
…
：
：
：
…

仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
：
；
：
…
：

貞
観
二
年
（
八
六
○
）
：
；
…
…
：

貞
観
六
年
（
八
六
四
）
：
…
…
：
：

貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）
：
：
…
…
：

一tゴ フ言 玉昌 IZg 三三 三三 三三 二二 一つ‐ プL』 .プu ノ、
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史料目次

元
慶
二
年
（
八
七
八
）
：
：
…
…
：
：
：
：
．

寛
平
六
年
（
八
九
四
）
…
…
…
…
：
：
：

延
喜
年
間
（
九
○
一
，
ｌ
九
二
三
）
：
：

延
喜
十
四
年
（
九
一
四
）
：
：
：
：
…
…
…

延
長
五
年
（
九
二
七
）
…
…
…
…
：
：
：

承
平
年
間
（
九
三
一
、
’
九
三
七
）
…
．

犬
暦
十
年
（
九
五
六
）
…
：
：
…
…
…
…

天
元
二
年
（
九
七
九
）
：
：
…
…
：
：
：
：
．

長
保
元
年
（
九
九
九
）
…
…
…
：
…
：
…

長
保
三
年
（
一
○
○
一
）
…
…
…
：
：
…

長
元
六
年
（
一
○
三
三
）
：
：
：
…
…
…

長
久
元
年
（
一
○
四
○
）
・
…
…
：
：
：
…

康
平
三
年
（
一
○
六
○
）
…
：
；
：
：
…

永
保
三
年
（
一
○
八
三
）
：
：
；
：
…
…

承
徳
二
年
（
一
○
九
八
）
：
…
…
…
：
：

天
永
三
年
（
二
一
二
）
…
：
：
：
：
：
：

永
久
年
間
（
二
一
五
’
一
二
八
）

五五五五五五五五五 区目
ﾌミ 四 二二 二二－－一つ プし

四
七

四 四 四 四 三三 三三

フ萱 四二

正建雌雄雌文文 文 元治 鎌
倉
時
代

治久

承安治久久 久治治治牌承久

二六 lﾙ’ 三元四 二元元 IILI 三五

年
二
一
八
○
）

年
二
一
八
四
）

年
二
一
八
五
）

年
（
二
八
六
）

年
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